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48 国立学校設詮法の一部を改正する法律 // 
53 義務教育諸学校施設費国庫負担法の一部を
改正する法律 4. 18 
67 国家公務員災害補償法の一部を改正する法
符t 5. 9 
















令 4. 5 
号外40
111 国立大学の大学院に置く研究科の名称及び




一部を改正する政令 4. 18 
128所得税法施行令の一部を改正する政令 4. 22 
136 文部省組織令の一部を改正する政令 4. 30 
146 電子工業振興臨時措置法施行令の一部を改
正する政令 5. 12 
177小包郵便物料金令の一部を改正する政令 6. 8 
187予算決算及び会計令等の一部を改正する政




















































改正する千？令 4. 1 
号外38
40 7・伝〈公務i iづーの旅'N支給制程の一%を改正










｛似合去の適用範l住｜の一部を改正する規則 4. 6 
初任給、 抗q：名、ま1＇·給t1i＇：の以午の一部を改
iじする規則 グ
職Hの任かとの一明；を改正する）JHtlJ 4. 13 
w給の特）jlD;',j�広告月の一却を改正する規則4. 16 
職日の災担�Ti日Dの一部を改正する規則1 4. 22 
同法地手当の一郎を改正する規則 5. 18 
伴給の，j],'j�＼宅知の一部を改正する｝JH!IJ 6. 4 I 









































174 n日下＇！:41作大学入ザ’民総検定の施行JDJ [I 1£1所







定める等のド｜ニ 4. 2 
号外39
182 flW:Nl年度の司市及ひ司＇？ ;:ffijのl流行Iを大学
lζ委嘱した件 4. 9 
232 日本育英会施行令！；fll 9条節3項却7弓ーの試
験所及び研究所として指定した件 5. 4 
239 文1'.fflrl共済組合連日規則の一部を改正する
件 5. 14 
244 昭和41年度社会教育主事前刊を行なう大学
'"ffを告示 6. 3 
249 1昭和41年度学校図書館司書教治t;¥J\1干実施要




ればならない特Viを定める件 4. 6 
汀j以ゲ＼＇｝＇ii庁〕
46 j行定説，ii·の治：i以が公表されたflri"物の名称






報 昭和41年4 月 －6 月
4 放射線を放的同位元表の数量等を定め ! 
〔科学技術庁〕
る件の一部を改正する件 5 .  12 i 号外54 i 
官庁報告 ！ 
昭和38年人事院公示第 5 号の一部改正に関し決定 ； 
し た 件 （人事院公示 3) 4 .  2 i 号外39 ! 
昭和41年度国家公務員採用 試験実施計画 （人事院） 4 .  7 ! 
昭和30年人事院公示第i号の一部改正！と 関し決定
し た 件 （人事院公示4) 4. 13 
昭和41年度国 家公務員採用特別初級試験実施計画
（人事院） 4 .  25 
昭和4 1年度国家公務員採用上級 （甲種・乙種） 試






5 .  31 
号外63
6 .  9 号外66
昭和41年度国家公務員採用初級試験公告 （人事院 6. 1 0  
事務総長） 号外67
人事院の業務状況報告 （内閣） 6. 15 I 号外69 I 
昭和40年度第 3 、 四半期における 予算使用状況報 ！ 6. 18 I 告 （内閣〉 号外 1 7 I 







i 国立大学の名称｜ 左欄の国立大学に置 かれる職員 ｜ I の定員 J 
1 富 山 大 学 1 657人 ｜ 
附 則
1 こ の政令は 、 公布の 日 から施行する。
（公布の 日 昭和41年4 月 5 日 ）
文部省令第22号 （41.4 . 5・号外41)
国立学校設置法施行規則のー郵を改正する省令
（抜 粋〕
国立学校設置法施行規則 （昭和39年文部省令第 1 1号） の
一部を次の ように改正する。
（中 略）
別表第 1店員孟i教授岡吋助手l哨16�： ： 計I 1 i一昨103 ! 1 1 2 1 7 1 46 1 36 1 1 I 35 1 可
附 良1J I 
乙 の省令 は 、 公布の 日 か ら施行し 、 昭和41年4 月 1日 か ｜
ら適用 する。




省令 （昭和39年文部省令第 3 号） の一部を次のよ う に改正
する。
第i項中 「別表第73」 を 「別表第74J Iζ改める。



















































































































































































































































報 昭和4 1年4 月－6 月
別表 1 支出負担行為担当 官の補 助者










会 計 課 長 i支出負担行為の全般総括




i 支負出担行為同る書 類の予算上 の監 査
｜職員 の給与、 退職手当 、公務災害補償費及び奨学交 ｜ ！ 付金の支 出負担行為に関する乙と。 ｜ 
｜ 諸謝金及び旅費の支出 負担行為 lζ関する乙と。 た だ l 
j し、学部等 の補 助 者lζ係る事務 を除く。 I l 物品 役 務の支出負 ff!.i'Th'!i�び検査に関…ι ｜
た だし、学部等の補 助者 lζ る事務を除く。 ｜ ｜ 財間 入 市町村交付金の支出負担行為及び検査 ｜




I I'lf OJX tllll.H!irl:\ILOO Tるご土木、建築工事の検査に関する と。設備工事の検査に関すると 。
当該学部 の支出負担行為の全般総括 I 
事務長l乙規定する刊 の補 助 ； 
当該学部の諸謝金、旅費、物品、役務 （1件30万円 i 
以上及び図書を｜徐く。） の文出負担行為及び検査に I 
関する乙と。 ｜ 
支出負担行為 の全般総括 ｜ 





附 属 図 書 館






















別表 2 契約担当 官の補 助者









薬学専門図 書室事 務 主 任










諸謝金、旅費、物品、役務 （1件30万円以上及び図 i 




｜ 事 務 の 範 囲
｜契約事務の全般総括
｜ 会計室長 l乙規定する事項の補 助及び契約担当 官印の保 管 印
-5-
第77～79号 ........ 寸・
I : 会 計－iii *s－窃係長 ！三五i�｛i�i�の監査 ！ 
学 生 部
！
l // 管財係長 ｜固有財産の契約に関する乙と。 ｜ 及 び ｜ 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－ ！一一一一一…一一一一 一一一一 一一一 ｜ 
i 
-,; ！ 固有財産以外のヂ約lζ関する乙と。 ただし、 教 育学 ｜ 各 部 局1 // 用 度 か 長 ；部 生産品の契約 は除く。 ！ 
事 務 長 i 生産品の契約総括 ； 
教 育 学 部 J ＿！ 務 長 t�：＿竺＿＿ I三宝竺 る事項 一一 ！


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第3固 評目前会 ( 6 月 1 0 日 〉
（議題）







( 5 月 6 日 〉
富山大学長 横田嘉右衛門
富山大学文書決裁規程の一部を改正する規程
富山大学文書決裁規程 （昭和38年1 1 月 1 日 制定） の一部
を次のよ う 同改正する。
別表専決事項中第4 項及び第 5 項の帯決者の う ち、部渇
「附属学校長の項の「事務長」 を 事 務 長」 lζ改める。 ! 2 .  
同表中第 18項の専決者の う ち 、 事務局の項の「事務局長I 3 .  
」を「庶務課長」 に改める。 I 4 .  
同表中第28項，第3 1項及び第32項を次のよ う に改める。 I 5. 
「28 削除」 I 6. 
「3 1 削除」
「32 削除」
同表中第41項を第4 1項第 1 号 とし 、 第41J真第1 号の次lと
次の 2号を加える。
「［4 1- 2
4 1 - 3 
2 .  
3 .  
I 4. 


























との規程は 、 昭和41年6 月 1 0 日 から施行する。
動異事人
容内動異ー



























工 学 部） I 
g＿�旦」
諭｜ 斗附属中学校） ｜ 小
- -@t属品稚ω ｜志教 授｜市三u主 主亜LJ ';-" 
盆；色世」
； ） ｜ 
師 ｜
短期大学部） I 助 手 ｜（広 島大学文学部） ｜
計 係 長 l文理学 部〉 ｜ 
名氏






































盟主主育学部）同任させる I 4己� �
き支持大学部事務長事務代理（問��4まで） j 41. 6. 161 // 
経営短期大学部事務長事務代理を免ずる j 4t. 6. 2s j グ
宮野大学部事務長事務取扱（間三oまで） i // I 。 i 有
助 教 授i鍾宜主童） ｜淡路憲治e岡山大学（法文学部）助教授に配置換する I 41. 4. 1 i 
（薬多部） j松本弘一｜富山工業高等専門学校同置
換する
教 授 l I 






















14i. 4. 1 I富山大 学
｜ 。 ｜ 。
I // I // 
I // I 
l // I 
I // I 
し二一」
I // I 
｜木本武男l // I // I グ
一一＿ l旦－竺－竺L－�－�空空��＝恒三ー し二一一 ｜一二一
一一一」安 立 準f �竺竺竺：里2 J グ ｜ 
I�＿＿＿！＿＿主主」ー竺竺竺竺ど型て
る ｜ グ I_ // 
－一一一＿l_主田和 子 ｜ グ I // 」z
｜高見春男｜薬務手（薬学部）時用する ｜ グ I // 
｜大住 剛｜助手（工学部）時用する I // I // 
1村 田 義 信1 // J // I グ
｜ 伊藤紀男｜ グ ｜一二一上二
比谷 一樹｜教務員（工学部〉に採用する 一一i // ｜」
L竺土竺�� グ 一一一 ｜ 二_l_�
L�田 博l // －一 ーしニ＿）一二
｜杉山 毅l // ｜ ク し二
｜清竺互三＿j グ 一 一一＿ j グ I // 
L竺竺一 一竺｜ 二一一一一一一一 一一一一｜一一二＿J一一二
�－ �－ －－－竺 ｜ 竺日空l想主－ _J __ _  �－一一一一｜一一一二町
一一一l 竺竺�_ _i __ ［一一一 二 一一一一一一一一｜一一ーと＿I_ � - -
i三一一月一千一三一｜一一坦i�－－ �望台f問主一 一一一一一｜一一三一 ｜ 二一







































141. 4. 41 
I ij I 
I ij I 
I ij I 
I ij I 
1 グ ｜
141. 4. 61 
I ij I 
141. 4. 1s I 141. 4. 161 
141. 4. 1s J 
141. s. , 1 
I ij I 
141. s. 10 I 
141. s. 16 I 
141. 4. 1 / 




I ij I 
I ij I 
l 宇 ｜
｜ グ i
I ij I 
I ij I 
I ij I 
J ij I 
｜ 。 ｜
I ij I 























































































































































































































































































キ 部 す 務 f i 
4課〉 ｜ 小
（文 理 学 部） ｜ 
�－－）」
予￥� I 沖
文部事務官｜市（教 育 学 部） ｜ 甲
（ ； ） ｜ 白
雪 ラ 字｜横
文部事務 員 ｜ 担（経 済 学 部） ｜似
( ; ) l 石





文部事務官｜（工 学 部） ｜
考�� I 高
文部事務官 ｜_J盟理堕董鎧L」
（ ； ） ｜ 野
技 能 員 ｜（工 学 部） ｜
事 務 員 ｜ 庁（教 育 学 部） ｜ 凶
作 業 員 ｜（学 生 課） ｜
事 務 員｜
（庶 務 課）｜
手 ｜ 小 黒（北海道大学） ｜ 
支晋了事事つ百寸
（藍皇室盟主�部）｜文部事 務 官寸 て17（庶 務 課） I .-
。 l士（会計 諜）｜口
事 務 員 ｜
（教 育 学 部） ｜ 薮ー一一一育1
（附属中学校） ｜ 
文部 事務官 l（附属図書館）｜ 
事 務 員｜（工 学 部）｜
文部事務官｜（京都大学教育学部）｜
教 授 I 'f-n （教 育 学 部） l刊
; ) I 





















































報 昭和41 年 4 月 － 6 月
存（又 理会学 部：） 松 谷 和 子 ｜ 辞恥承認する I 4 1 . 6 .  3 0  I 富 山 大 学｜ 山 淵 保 明 ｜ 復職し た 。
｜ 竹 松 静 代 ｜ 理論器着手号中学校） （圧期4 1 . 9 . 14ま で） 1 4 1 . 6 .  23 1 イク
学 内 諸 報
昭 和 41 年 度 入 学 式
富山大学第 18回並びに 同経営短期大学部第 8 回の入学式
は、 4 月 9 日 （土） 午前 10時か ら 、 黒田講堂で 挙 行 さ れ
た。
入学式は、 本学学部学生8 1 0名 、 経営短 大 学 生 95 名 計
905名 の新入学生を迎え入れて行な われ、 へ き 頭、 横 田 学
長の次に揚げる 式辞があ り 、 引 き続 き新入学生を代表 し て
中 国紀子 （教育学部） 、 放生禿子 （経営短大） の両名が答
辞を述べて式を閉 じた。
....... 寸h 長 式 辞
本 日 と こ に 昭和41 年度入学式を挙行し 、 本学各 学部 計
8 1 0名と 経営短期大学部95名の皆 さ んを新し く 迎えま し た。
本年度の入学試験の競争率 は 、 本学に あ っては平均5 .23
倍 と 本学初めて の最高記録と な り 、 短期大学部では と れま
た昨年を は る かに上廻 り 、 2 . 38倍に達し ま し た。 き び し い
試練を克服し て首尾よ く 入学 さ れた皆さ んを心か ら歓迎い
た し 、 同時に御父兄に対 し お よ ろ ζ び申 し 上げま す。
h の危機であ っ た と 思 い ま す。 皆 さ んの こ れか ら の学業生活
に おいて若し かかる と と が あれば冷静に判断し 歯を く い し
ば って も 辛抱 さ れる よ う 必ずや学問研究に理解が深ま り 、
興味 自 ら わ き 出て 自 主性を取 り 戻 さ れる ζ と を保証いた し
ま す。
以上は 、 学業iと対する 大学生の基本的態度 と も 申すべき
で と の外皆 さ んは将来それぞれの職域、 地域l乙於て指導者
的立場に お かれる こ と か ら考えて も 専門の道 と は別に それ
と 不離一体の形に お いて円満に し て高度の教養人に な ら れ
る よ う 格段の精進を望みまlす。
と のために は学校が時間で決めた正規の学業の外l乙課外
に お け る 自 由な持ち時間の活用について 、 乙 れま た 自 主的
lζ御工夫モ願い た い と 思い ま す。 即ち課外の ク ラ ブ活動l乙
生活協同組合の仕事花 、 そ の他過度に 陥 ら ぬ アjレバイ ト 、
或は社会の視察見学等l乙大学人 と し て ふ さ わ し い道を歩ま
れた い も の と 思い ま す。
皆さ んの 出身地の県内 、 県外の比率は 6 対 4 で多 く の県
外の方々 を迎えて いますので 、 特lζ富山県の特殊性を 申 し
のべ、 皆 さ んが人。問形成の修練場と し て当 地がい かに地の
利を 占めている かを簡単に 申 し のべたい と 思 い ま す。
本 日 を も っ て 、 皆 さ ん と は末氷 く 師弟の関係を生 じた 次
第で、 私共は何をおいて も 富山大学 と い う 家族の一員 と し
て親し く 接 し て参り ま す。 晴れの入門の当初lζ 当 り 少 し く
所懐を のべて皆 さ んの注意を喚起 し た い と思い ま す。
富山は北アノレフ。ス立山連 Iii糾ζ端を発す百川 の 流 れ を も
ち 、 古 く よ り 水 と の斗 い にて住民は堅忍持久性を養い反面
水を利用 し 農産に励み、 富山湾の海産物lと よ り 繁栄し又配
置家庭薬の生産と い う 独特の産業に よ り 、 い よ い よ般賑を
極め ま し た。 又近代工業 と し て豊富な水資源を利 し て発電
王国と な り 、 ζ れを基盤と し て吾国の あ ら ゆ る 一流工業が
集ま ってい ま す。 こ れ ら の古代よ り 近代の産業面のみな ら
ず文化 方面 に も古いす ぐれた越中文化を も ち 、 特lと宗教心
の強い土地柄で あ り ま す。 こ れ ら に つ ち かわれた越中人の
伝導的性格は独立不覇、 勤勉の根性、 そ れに風流文化のか
お り を見逃す こ と は でき ません。 私は 、 乙 れま で 方 々 を転
々 と い た し ま し たが 、 それぞれの土地に は長所 も あれば短
所 も あ り ま すが、 総じて富山に は人生行路に おいて非常に
大事な要素を数多 く 発見でき ま す。 特l乙県外の皆 さ んは 郷
i乙入 っては郷lζ従えのた と え の知 く 乙 れ ら 富山の美点をた
く ま し く 吸収さ れ以 って人間完成への道を今 の う ち よ り 励
まれる こ とそ望み ま す。
皆 さ んの年令層で大学の学業生活に い そ し む も の は二割
に も 遥せず今 も 普に変 わ り な く 数少ない恵まlれた生活環境
に あ る と 申 さ ねばな り ま せん。 し か も 皆 さ んは 乙 れか ら 各
自 の 自由意志lと よ り 決め ら れた専門の コ ース に 向 って進ま
れる 訳で今更 申すま で も な く 学修lζ対する 積極的な心が ま
えがで き て お ら れま・す と 確信い た し ま す。
大学は最高度の専門教育そ履修する と と も に 、 かたよ り
のない人間形成を 目 的 と する だけに手を と ま ぬいて待 つ も
のでな く あ く ま で 自 身で刈り と る と い う 意欲が必要 と さ れ
ま す。
私は 、 今か らの年前の皆 さ ん と 同 じ時代を回顧し ま す と
勉強が苦し く なる と 遂、 い った い誰のための勉強をや って
次lζ健康の と と に ついて お考え願いたい。
皆 さ んは今御父兄及び吾 々 の祝福の う ち に大学生に な ら
い る の かと 勉強が他人事の よ う に思 った こ と を告 白 い た し ｜ れま し た。 ζ の祝福lζ今直 ち に 報い ら れる 一つの道は 、 と
ま す。 ｜ れま た 自 主的判断の も と に身体を いた わ り 病気等に な ら ぬ
乙 れは 、 ま さ し く 自 主性を見失 った時で学生時代の一つ ｜ 乙 と で、 小学生に物をい う よ う ですが 、 存外本学学生に病
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気が多いので非常に気に な り ま す。 学校に は皆さ んの保険
組合が あ り 又健康相談の先生 も 日 を決めて見えてい ま す。
若い時は何事に も 一時的に は無理が き く 時代ですか ら呉 々
も 若 さ を過信する 乙 と のな い よ う 注意さ れる こ と を望みま
す。
以上学修態度、 課外に お け る 教養、 健康の三点に ついて
あ ら あ ら 申 し のべま し たが 、 こ の あ と 学生部長 さ ん 、 ま た
日 を改めて一般教養担当責任学部の文理学部長初 め各部長
さ ん 、 短大主事の諸先生か ら 細 々 と お話 し が あ り ま すか ら
洩れな く 、 よ く 聞いて頂いて一 日 も 早 く 本学学生 と し て の
生活が軌道に の って進 む こ と を祈 り ま す。
入 学 者 学 部 学 科 別 内 訳
学 部 ｜ 学 科 ｜
i 文 学 科 ｜文理学部i ｜ ｜ 理 学 科 ｜
小学校教員
教育学部｜ 智議E養 成 課 程
経済学部｜ 経 済 学 科 ｜
｜ 薬 学 科薬 学 部｜ 製薬化学科
電気工学科 ！工業化学科 i金属工学科 l
工 学 部｜ 機械工学科
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陣営短矧 経 営 科 ｜ ） 
！大 学 判 （ 第 2 部） ｜
注 1 .  ( ） 内 は女子で内数
2 . ム印は沖縄学生 （定員外） で外数
学 内 諸 報
昭和41 年度大学院入学式
大学院薬学研究科の入学式は 、 4 月 2 1 日 （火） 午前 10時
か ら本部会議室で挙行さ れた。
新入学生は2 1名で、 出身大学学部別及び専攻科 目 別の数
は次の と お り 。
出身大学学部別
本学薬学部 15名 、 文理学部 2 名 、 福岡大学薬学部 1
名 、 日 本大学理工学部 1 名 、 東邦大学薬学部 1 名 、
関西大学工学部 1 名
専攻科目 別
薬化学 2 名 、 薬品分析化学 1 名 、 生薬学 I 2 名 、 生薬
学 ］［ 2 名 、 薬品物理化学 2 名 、 薬品合成化学 2 名 、 薬
剤j学 1 名 、 薬品生物化学 I 2 名 、 薬品生物化学 3 名 、
薬品作用学 2 名 、 薬品製造学 2 名
科学教育研究室 入学式
昭和41年度富山大学科学教育研究室入室式は 、 5 月 1 6 日
午後 1 時30分か ら 本部会議室に おいて行な われた。
当研究室は 、 理科教育を担当する小、 中学校な ら びに高
等学校教諭の指導力強化，を 目 標 と し て文部省の委嘱で開設
する も ので、 本年度入室 し た研究生及び研究題 目 な ら びに
指導にあたる 教官は次の と お り であ る 。
学 部 学科 目 勤 務 学 校 ｜ 職 ｜ 氏 名 ｜ 研 究 題 目 職 ｜ 氏 名
高岡市東海老坂950 電気計算機のた め の数 学
｜ 文理学部 二上工業高等学校 , i rn I � II I 生物学 雄略高等学校 。 f亘 田 清一 魚卵の観察 助教授 堀 令司
教育学部 ｜ 理 科 グ 沢谷 孝満 について 教 授 時川 栄作魚津市立東部中学校
薬 学 部 ｜ 化 学 富山市下飯野 イ ーの教材への応用 /,I 三橋 監物富山東高等学校
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小 林 貞 作
佐 々 木 龍 作
坂 井 誠
工 学 部 長
学 生 部 長
文 理 学 部
教 育 学 部































































本学職員表彰規則に よ る 本年度の表彰式は 、 さ る 5 月 3 1
日 （関学記念 日 ） の午前 1 1 時 か ら 本部会議室にお いて行な
われ、 i欠の39氏が永’年勤続者と し て表彰さ れた。
【勤続35年】
渡辺 義一 （文理学部） 柳瀬 茂光 （文理学部）
佐 々 木龍作 （教育学部） 藤森 清一 （薬 学 部）
黒坂 富治 （ ♂ ） 
【勤続20年】
竹内豊三郎 （文理学部） 藤 田 信二 （庶 務 課〉
小林 貞作 （ // ) 奥井 三郎 （会 計 課〉
山崎 高応 （薬 学 部） 安守 数雄 （厚 生 課）
加藤 正 （工 学 部） 竹岡 環 （工 学 部）
養田 実 （ 。 ） 松原 薫 （厚 生 課）
位崎 敏男 （ 。 ） 水口 妙子 （教育学部）
小森 典 （文理学部） 藤井 政雄 （経済学部）
坂井 富 市 （ グ ） 河内 美代 （教育学部）
藤木 良l三 （教育学部） 山 出 繁 （附属図書館）
新 田 隆信 （経済学部〉 高井 保雄 （文理学部〉
中川 孝之 （工 学 部） 瀬島勝四郎 （工 学 部）
高辻 雄三 （ // ) Ji J又忠次郎 （厚 生 課）
中谷 秀夫 （ 。 ） 日 南 国善郎 （会 計 課）
高山藤一郎 （ 。 ） 和 田 キ ク （教育学部）
若林 俊吉 （厚 生 課） 石 田 文治 （工 学 部〉
松沢 義 治 （工 学 部） 三上 は り （ // ) 
若林 良吉 （庶 務 課） 坪 田 卓 （ グ
第 1 2 回 大 学 祭
第12回を迎えた恒例の大学祭 は 、 5 月 3 1 日 の開学記念 日
を 中心と し て 、 同実行委員会主催の も と に次の と お り 多彩
に行なわれた。
百己
5 月 28 日 全学集会、 仮装行列 、 パーベ、キュー 、 フ オ ー ク
ダ ン ス 、 フ ァ イ アース ト ー ム 、 磨区f云マ ラ ソ ン
5 月 29 日 講演会 （ 「今 日 の大学に おける 科学技術教育の
現状と 今後の課題」 伏見康治氏、 「世界情勢について」
外人講師、 「精神薄弱 と は」 F . I . W. C 、 「旅の心」
足立原氏） 、 ス ピー チ コ ン テス ト 、 ノ ミネ Jレデイ ス カ ツ シ
ヨ ン 「大学と は何か」 、 映画会 （ 「裸で狼の群のなかに
」 生協〉 、 シ ン ポ ジ ウ ム （ 「大学革新と は何か」 現代の
理論研究会、 「東南アジ ア と 国連」 I . S . A 、 「戦後 日
本史の研究」 社会科研究会） 、 茶会 （茶道部） 、 映画会
（ 「能登路、 加賀路」 地理研究会〉 、 文学講演及び討論
会 （上野助教授、 1 年経C ク ラ ス ） 、 歌声喫茶 （ ユ ネ ス
コ ク ラ ブ）
5 月 30 日 各 自 治会 シ ン ポ ジ ウ ム （「一般教養制度の改善」
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一般教育、 「 カ リ キ ユ ラ ム を検討す る 」菜友会、 「教育系 ！ 行な い 。 2 日 目 の 午後か ら 天然 記念物理埋林、 吉 田 フ ア ス
ゼ ミ ナ ー ノレ と は 何か」 五 卜嵐顕氏、 教育学 部 学 生 会、 ！ ナ ー工場を見学 し て 日 程を終了 し た 。
「カ リ キ ユ ラ ム の 再検討」経済学部 自 治会） 、 講演会 （ 「 t
見つめ よ う ア ジ アの現実を」 務台理作氏、 ユ ネ ス コ 〉 、
茶会 （茶道部） 、 放送劇及び録音議成合評会 （ 「越中麦
屋節」 放送研究会〉 、 謡 曲発表会 （謡 曲観世会 ） 、 フ オ
ー ク ダ ン ス パ ー テ イ （ フ オ ー ク ダ ン ス ク ラ ブ ） 、 法 ・ 経
ゼ ミ ナ ー ル （経済ゼ、 ミ ナ ー ノレ協議会〕 、 討議会 （化工 、
理 I ) 、 映画会 （ 「精神薄弱 と は」 F . I . W . C 、 「初
の宇宙遊泳 に成功 し た ジ エ ミ ニ 4 号の記録映画」 他 、 天
文同好会） 、合同研究発表会 （「県下の米騒動に つ い て 」
他 、 歴史研究会）
5 月 3 1 日 合唱 コ ン ク ー jレ （一般教育 自 治会 ） 、 ロ シ ア民
謡 （ イ ヨ ー ル カ ） 、 落語 、 フ イ ーノレハ ー モ ニ 一 、 混声合
唱 、 ギ タ ー マ ン ド リ ン 、 創作舞踊 、 M . M . S 、 講演会 （
「現代社会と 大学の役割」 水 田洋氏）
6 月 1 日 全学運動会 （体育会）
6 月 2 日 講演会 （ 「平和共存 と ヴエ ト ナ ム 戦争」 池山重
朗氏、 全学 シ ン ポ ジ ウ ム （ 「聞 い かえ そ う 大学 と は何ん
だ」 一新 し い 大学像を求めて ） 、 ダ ン ス パ ー テ イ 、 演
劇Ll （ 「悲劇の王女＜ ア ン チ ゴ ー ヌ ＞」 劇団ふだい） 、 公
開講座 （ 「現代に お け る ジ ャ ー ナ リ ズ ム の 役割」 赤井直
恭氏、 新開会）
5 月 29 日 ～ 6 月 2 日 展示会 （美術、 書道 、 写真、 地理研 、
ユ ー ス 、 薬友会 、 中研）
大学祭期間 中 雑誌発行 （大学白書、 総合雑誌 「氾濫」 、
文 2 機関誌 「殺」 、 II火研機関誌大学祭特大号）
附 属 小 学 校 竣 工 式
教育学部附属小学校の新�＆工事は 、 昨年 8 月 か ら 総工費
7 , 920 余万円 を か けて行な われて い たが 、 乙 の た び そ の竣
工が成 り 、 4 月 2 日 午前 1 0時 か ら 同小学校体育館に お い て
竣工式が行なわれた。
新築な っ た l付属小学校 は 、 欽筋 コ ン ク リ ー ト 造 り 3 階建
で一部管fillMの み平屋建 に な って お り 延平方米2 , 63 1 71i673
あ る 。 又 、 5J1JtJ!t fζ鉄骨造 り 平屋建の ボ イ ラ 一室 も 併せて新
築 さ れ 、 今 冬か ら の全館暖房 も 完備 さ れた 。
北信地区国立大学図 書館協議会
第 1 6回北信地区 国立大学附属 図書館協議会が 5 月 1 2 ・ 1 3
の両 日 本学を会場 と し て開 催 さ れた 。
参加者 は 、 本学 、 新潟大 、 信 州 大 、 金沢大、 福井大の館
長 、 分館長 、 事務長等50余名 （本省 よ り 情報図書館課学術
情報係長外 1 ；名特別参加 ） で 「当面する 大学図書館の諸問
題」 を協議 し て全国館長会議提案事項を決定 し た ほ か Iii書
館業務lζ闘する 承合事項の討議 、 図書館職員 の 研究充表 を
故黒 田善太郎翁追悼法要
黒 田 講堂 の 寄贈を受け本学 と と も 深い つ な が り の あ った
黒 田 善太郎翁は 、 去る 3 月 27 日 そ の死を惜し まれて他界さ
れた が 、 5 月 23 臼 午後 l 時か ら 富山県及 ひ、富山市主催 、 本
学等協賛 と な って同諸主で追悼法要 が し め や か に い と な ま
れた。
翁 は 、 富市名挙市民で あ り コ ク ヨ 株式会社会長 と し て 晩
年を過 ど さ れたが 、 日 本の洋式帳簿の草分 け と し て帳簿の
製造、 発展に つ く さ れた こ と は広 く 知 ら れて い る 。
日 本 薬 学 大 会 開 催
第22回 日 本誌学大会は 4 月 6 日 か ら 8 臼 ま で 3 日 間 の 日
程 で 、 全国か ら 関係者約 5 , 000 人が参加 し て 、 本学、 富山
市公会堂両会場で行な われた。
富山で の大会は 、 大正 5 年旧 富山薬専で聞かれて以来5 1
年ぶ り の 乙 と で 、 昭和33年の 富 山 国体を う わ ま わる 県外人
が集 ま る と し て 、 富山県、 市民あ げての歓迎体制 と な る な
ど盛大に催 さ れ 、 来初富山 での 同大会の成果は 大い に あが
っ7こ。
大会 日 程は 次の と お り
第 1 日 �J22回 日 本来学大会総会 、 日 本来学会�！86回通
常総会、 日 本薬学会支贈 呈式 、 会頭講演 「Th­
iamineお よ びそ の 』活導体の活性と 代謝」 大阪大
学川 崎近太郎氏 、 公衆衛生協議会 、 楽史学部会
女子薬剤 師部会 、 全 国病院薬剤 部長会議 、 薬剤j
学、 製剤学部会、 特別講演 （ 「富山家庭薬の経
営史」 富山大学植村元党氏く薬Jと学部会＞ 、
「処方の薬辿的解釈」 東京大学高木敬次郎氏＜
女子薬剤 師部会＞ 、 「環境 と 発 ガ ン」 国立衛白
試験再Fr石館守三氏＜ 日 本薬剤 師会総会＞ 、 「最
近 の 医薬品に見 ら れ る 薬剤学の進歩」 東京 大学
野 と寿氏く総合講演＞ 、 「富山県の l姐 発 「富山
県知事吉 田実氏＜大会講演＞）
第 2 日 衛生化学、 公衆衛生部会 、 開局楽剤 師部会 、 保
従lfr薬剤師部会 、 病院薬局管理部会、 薬剤学 ・
製薬学郎会 、 各 部会 シ ン ポ ジ ウ ム （ 「有害性金
属 に つ い て」街生化学 ・ 公衆衛生部会、 「とと楽製
芥I Hζ 関する 諸問題J 、 「女子薬剤師の職域 に お
け る あ り 方」 ム－子薬剤 師部会 、 「 中小薬局の生
き る 道」 開局薬剤 師部会 、 「薬局等の適配条例
を め ぐ る 諸問題」 保健所薬剤師部会 、 「病院薬
局の環境衛生」 病院薬局管理部会） 、 薬学文献
ガ イ ダ イ ス 「和漢薬研究 と 和漢古典」 、 パ ネ Jレ
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「富山県薬局の 今 去の あ り 方」開局薬剤 師部会、 学 生 課
特別詰演 （ 「芸 i6基準l乙 関 する 問題点」 日 本製 事務員 細野 功
菜 団体連合会保 投薬価研究会委員長岩城徹氏＜
// 麻生 友 治
開局薬剤部会〉 、 「今後の薬局運営 の 問題点」 作業員 松丘 健治
京都龍率協会水野鉄蔵氏＜ グ ＞ 、 「富山配 d’ 高島 仙次
置家庭菜の歴史 に つ い て」 富山県家庭菜剤 師会 臨時用 務員 角 田 久雄
石黒七三氏＜保健所薬剤 師部会＞〉 、 懇親会 （
富山市体育錯） ペク 村中 晴治
第 3 日 街�l: iじ学 ・ 公衆衛生部会 、 学校薬剤 師部会 、 菜 厚 生 課
剤学 ・ 製剤学部会 、 シ ン ポ ジ ウ ム 「全身適用 を 臨時用務員 田村 吉 昭
目 的 と し た坐剤」 薬剤学 ・ 製剤学部会 、 特別講 ｜ 文 理 学 部
演 「公害 と ぷ銀」 東京大学浮 田 忠之進氏＜学校 ｜ 事務補佐員 坂本智恵子
菜剤師部会 、 閉会式 l 教 育 学 部
な お期間中医薬品 （富山市公会堂） 、 薬科機器 ・ 食品添 ｜ 講 師 小西 照泰
加物 ・ 試薬 ・ 書籍 （黒 田 講堂〉 な どの展示が 行 な われ 、 ま l グ 相馬 恒雄
た 本大会協賛行事 と し て宮山 く す り の資料展 （富山市郷土
博物館） が ひ ら かれた。
谷間静雄事務長 の逝去
経営短期大学部谷岡静雄事務長は 、 肝臓 ガ ン の た め 、 6
月 25 日 富山市民病院で永眠 さ れ た 。
事務長lま 、 大正 1 1 年射水郡小杉尋常高等小学校高等科を
不足 後 、 ；Ci� JJ!I乙近い大江村信用時売組合 lζ書記 と し て 勤め
て い たが 、 ！日和 3 年徴兵 と し て歩兵第35連 i援 に入隊 、 同年
仙台陸軍教導学校 lと入校 、 ］.；＿！ 4 年同校を$業 し た 。 以後上
海、 塘泊 、 フ ラ ン ス 、 イ ン ド 、 タ イ 、 ビ ソ レ マ 方面 lζ配属 さ
れる な かで 同年叙勲六等授瑞宝章、 15年叙勲六等授単光旭
日 立。 終戦後第 1 ：復員'it:I事務官 、 宮山県教育民生部主事を
経て 富 山 師範学校 l乙勤務 、 26年同校の課程が廃止 さ れ る と
と も に富山大学教育学部に配置換 、 32年同学部庶務係長に
昇 任 、 35年庶務課人事係長 iと配置換、 38年庶務課課長補佐
に昇任、 39年経営短期大学部事務長 に配罰換今 日 lζ 至 っ
た。 富山県l il t身 で享年58才 で あ っ た 。
な お 、 生前の攻績を称え 6 月 25 日 付 け で 、 正七位lと叙し
併せて勲五等 lζ叙せ ら れ瑞宝章そ授与 さ れた 。








。 中 田 三郎
助 手 福 田 明夫




事務員 山 ノ 下裕一
運転手 岡 崎 毅
臨時用 05員 山 口 雄啓
d’ 













































会 計 課 丘山 昇 （旧姓 ・ 笠原 ）
教育学部 平野美智子 ( // ・ 河崎）









技 官 高 田 勝春
文 理 学 部
助教授 永原 茂
グ 山本 篤司
教 育 学 部
助教授 白井 芳朗
。 藤井 敏孝
講 師 中 国 三郎
事務官 平野美智子
薬 学 部
助 手 岡 田 竹史






教 育 学 部
事務官 桜井 雅楽
工 学 部
助 手 新井 甲ー
主 要 日 誌
巨三三主！










1 1 日 経済学専攻科合格発表
。 教育専攻科入学式
1 2 日 大学院薬学研究科入学式
。 計算セ ン タ ー運営委員会
。 国立学校施設担当 部課長会議
1 3 日 昭示J41 年度工事務行事務打合せ （名古屋工事事
務所）
1 4 日 国 大協学生問題 lζ関する 委員会 （学士会館〉
1 4 ・ 1 5 日 国立学校施設台帳 お よ び実態調査等作成の
地 区説明会
1 5 日 学安補導委員会




26 日 本学職員 R 文化 部会
26～28 日 昭和41 年度国立大学施設講習会 （東京大）
28 日 会計係長会議
5 月 6 日 評議会 （ 第 2 回〉
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。 定期健Hi診断f及ひ X線間接撮影
7 ・ 8 日 北陸 3 大学当；：務局交歓野球大会
9 ・ 1 0 日 国立大学事務局長会議 （虎 ノ 門会館）
1 0 日 東海北陸地区補導厚生研修会運営委員会 （福井
大〉
1 1 ～ 1 4 日 施設部間 以会議
1 2 ・ 1 3 日 国立学校施設担 当 部課長会議 （全共連 ビ、ノレ〉
。 工学部事務協議会 （名古屋大）
。 北信地区国立大学附属 図書館協議会
1 4日 北l控 3 大学当5’／
1 5 日 教育学部附属学校運勤会
1 6 日 昭和41 年度科学教育研究室入室式
。 郎防長怒談会
1 7 日 事務協議会
1 9 日 放射性同位元 謀総合実験室運芭委員会
。 全 国公務日 R 共同事業富山地区常任委員会 （北
陸電波）
20 「J 事務協議会
1 9 ・ 20 日 第30副束海北陸地区国立大学学生部課長会
議 （三重大）
23 日 故黒 旧善太郎翁追悼法会 （黒 田講堂 ）
23 ・ 24 日 国立大学及び所轄機関等庶務部課長会議 （
一橋大〉
23～27 日 昭和4i 年度全国大学初任部課長研修 （ 国立
教育会館）
報
24 日 会計 係長会議 ｜ 25 日 入学者選抜方法研究委員会 ｜ 26 ・ 27 日 国立学校会計部課長会議 （一橋大） i 28 日 補導協議会 i 28～ 6 月 2 日 大学祭 ! 
30 ・ 3 1 日 建築工事共通仕様書改訂説明会 （大阪学芸 l
大）
3 1 日 本学関学記念 日
// 永年勤続者感謝状贈呈式
6 月 2 日 認定講習委員会 （富山荘）
タ 昭和42年慶大学入学者選抜実施要項趣旨徹底協
議会 （京都大〉
// 人事院規則 1 0- 4 ＜職員 り保護及び安全保持＞ I
説明会 （金沢合同庁舎）
4 日 補導協議会 と 学寮補導委員会 と の合同委員会
6 日 一般教育務議会8 日 国大協 ・ 学生問題特別委員会 （東京大）
9 日 X 線直接撮影
ィア 文理改組 ヒ ア リ ン グ （ 文部省）
1 0 日 評議会 （ 第 3 回）
1 1 日 事務協議会 （第 4 回）
。 昭和41年度第 2 回 日 本学術会議 中部地方区会議
（的f�（，j大）1 3～ 1 7 日 出｜立大学初任部課長研修 （国立教育会館〉
1 4 日 文部行共済組合文部実地監査
1 5 ・ 1 6 日 iii＇ ？系 6 大学事務局長会議 （徳島大〉
1 6～ 1 8 日 後援会会員研修 （名古屋）
20 日 職業補導担当者会議
タ 国大協 ・ 第 3 常汽委員会 （東京大）
2 1 日 学生会館運営委員会
。 匡｜立大学長会議 （国立教育会館）22 日 腸パ ラ チ フ ス 予防注射
22 ・ 23 日 国大協 ・ 第37回総会 、 日 本学術会議
24 日 補導協議会
。 教育学店長附属小、 中学校学力 テ ス ト
。 国大協 ・ 事務連 絡会議 、 日 本学術会議
24 ・ 25 日 文雌学部改組 ヒ ア リ ン グ （国立教育会館〉
25 日 中 部地区学生補導厚生研究集会第 1 0回総会
（神戸大）
。 日 本薬学学会北陸支部第22国 例会
グ 昭和4 1 年度第 1 6回北陸 3 県大学学生交歓芸術祭



















昭和41年 4 月 ～ 6 月
1 1 日 学部オ リ エ ン テ ー シ ヨ ン1 2 日 一般教育オ リ エ ン テ ー シ ヨ ン1 3 日 前期段業開始20 日 学部補導委員会
。 教授会
// 人事教援会22 日 文理学部同窓会理事会
。 理学科教官会議5 月 4 日 学部改組委員会7 日 文理学部同窓会エ ク ス カ ー シ ヨ ン （二上山へ）
1 1 ・ 1 2 日 全国文理学部長連絡協議会及び同事務長事




6 月 1 Iヨ 学部改組委員会 （学長、 局長出席）
8 日 腸ノ f ラ チ フ ス 予防注射実施1 1 日 富山県数学教育会総会
1 4 日 教授会 （学長 出席）
1 7 日 教授会
2 1 ・ 22 日 数学講演 （ ミ ネ ソ タ 大学教授 ウ ィ リ ア ム ・
A ・ ハ リ ス 氏講演〉
25 日 学部改組委員会29 日 一般定期健康診断実施
ヂ 文学科懇話会 （毛利勉教官の研究発表 「祷籍に
於ける 句法」 を 中心と し て〉
｜竺j竺空」
4 月 2 日 附属小学校竣工式
6 日 入手i教授 会
// 選考委員会
8 日 補導委員会1 1 日 教育噂攻科入学式
ィY 新入生への オ リ エ ン テ ー シ ヨ ン
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昭和41 年度定期健康診断並びに腸パ ラ チ フ ス 予
防注射
補導委員会
L経 済 学 部 ｜
























数段 会 （第 1 回 ）
職業補導委員 会
教授 会 （第 2 回 〉
人事教授 会





教授 会 （第 4 回 ）



































教授 会 （第 6 回）
教務委員会
職業補導委員会
教授 会 （第 7 回 ）
選考 委員会
職業補導委員会
｜ 薬 学 空＿＿／
4 月 1 日 資料館竣工披露



























服ノ マ ラ チ フ ス 予防注射、 4 年次健康診断
国立新fljlj 6 大学薬学部長会議 （熱海）
国立大学薬学部 （科） 長会議 （熱海）
国公立薬科大学 （部 ・ 科） 長会議 （熱海）




4 月 1 1 日
// 
5 月 1 1 日
1 3 日
新入学生オ リ エ ン テ ー シ ヨ ン 及び健康診断
教民 会
数民 会及びw任教授 会
学生及び職員の X 線間接撮影、 腸パ ラ チ フ ス 予
防注射
- 1 8 ー
報
1 8 日 学部補導委員会
25 日 学生定期健康診jJ[
6 月 1 日 教授会及び専任教授会
1 5 日 学部補導委員会
1 8 ・ 1 9 日 工学部 レ ク リ エ ー シ ヨ ン （臭能登一周）
｜ 附 属 図 書 館 ；
4 月 1 3 日 新学期時：MJ外開館開始
1 4 日 事務打合会 （第 1 回〕
1 8 日 県図書館協会研修会 （県立図書館）
1 9 日 図書館商議会 （第 1 回）
25 ・ 26 日 館長会議 第 l 回準備委員会 （東京大）
28 日 県図書館協会理事会 （県立図書館）
5 月 6 臼 事務打合会 （第 2 回 ）
1 1 日 事務打合会 （第 3 巨｜ ）
1 2 ・ 1 3 日 第 1 6回北信地区国立大学附属 図書館協議会
1 6 日 事務打合会 （ 4 巨J)
27 日 県図書館協会定期総会 （高岡市立図書館〉
6 月 1 0 日 ミ�j＇.務打合会 （第 5 回）
20～30 日 図書館業務初任者講習 会 （県立図書館）
27～29 日 昭和4 1 年度全国 々 立大学図書館研究集会並
びlと 第 1 3次全国 々 立大学附 属図書館会議 （岡山
大）
区手堅空i
4 月 9 日 第 8 回入学式
1 1 日 前学期授業開始
グ 入学者歓迎会
1 4 日 体育オ リ エ ン テ ー シ ヨ ン
1 6 臼 経済学部 ・ 経営短期大学部合同委員会
1 9 日 教官会議
26 日 教官会議
5 月 9 日 教官会議
1 3 日 後援会会計検査
1 9 日 教官会議
26 日 後援会総会 （学生会館）
30 日 定期健康診断、 休講
3 1 日 開学記念 日 、 休講
6 月 2 日 谷同事務長入院
1 2 日 ワ ンゲノレ、 ド ラ イ ブ （能登）
1 6 日 有田局長、 短期事務長事務代理lζ命ぜ ら れ る
25 日 谷岡事務長逝去
/ 有 国 局長、 短大事務長事務取扱に命ぜ ら れ る
26 日 故谷岡静雄氏告別式 （ 自 宅）
29 日 教官会議
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昭和41 年 4 月 一 6 月
印 刷 所 昭 和 印 刷 株 式 会 社

